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安全運転に心掛けます安全運転に心掛けます安全運転に心掛けます
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自
家
用
車
は
生
活
必
需
品

皆
さ
ま
は
ご
存
じ
で
す
か
？

な
ん
と
︑
基
山
町
は
２
年
連

続
で
佐
賀
県
版
﹁
街
の
住
み
こ

こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂
第
３
位
に

入
っ
て
い
る
の
で
す
︒

そ
の
理
由
は
﹁
福
岡
の
中
心

地
に
出
や
す
い
﹂
︑
﹁
自
然
が
適

度
に
あ
り
買
い
物
に
困
ら
な

い
﹂
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
︒で

も
︑
こ
れ
は
自
家
用
車
が

あ
る
か
ら
住
み
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

買
い
物
や
通
勤
を
含
め
︑
私

た
ち
の
移
動
手
段
の
ほ
と
ん
ど

は
車
で
す
︒

も
し
車
が
な
か
っ
た
ら

私
た
ち
は
こ
の
町
に
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は
誰

も
が
不
安
に
思
う
こ
と
で
す
︒

そ
し
て
︑
そ
の
重
要
な
鍵
を

握
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
の
地
域
公
共
交
通
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒

こ
の
度
︑
町
は
そ
の
充
実
を

図
ろ
う
と
新
し
い
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
︒

今
後
︑
私
た
ち
の
町
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
︒

今
回
の
特
集
は
﹁
町
民
の

足
﹂
︑
地
域
公
共
交
通
に
焦
点

を
当
て
︑
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
︒

自家用車なしでも便利な町へ

今までの利用者の声

今から乗車、基山駅方面へ

基山駅に向かってGO！

満杯になったら「きのくにポイント」へ交換

階段がキツイ。

バス停を作ってほしい。

(総合公園利用者)

病院や買い物に行きたい。

便数を増やしてほしい。

(本桜線)

高齢者が多いから近い

バス停がほしい。

(憩の家利用者)



令和３年９月議会3

地域公共交通の「未来像」特
集

鉄道

タクシー

コミュニティバス

自家用車有償旅客運送

福祉輸送
その他、病院、スーパー等の
送迎サービスなど

スクールバス

基山町が目指す独自の公共交通

ビスなど

自家用車有償旅客運

今は３つの
公共交通

連携を強化

基山町の
輸送手段を
総動員

今の基山町

便利で住みやすい基山町

本
桜
線
が
﹁
１
日
５
便
﹂
に

基
山
町
で
は
︑
移
動
手
段
を
持
た
な

い
町
民
の
生
活
を
支
え
よ
う
と
︑
平
成

26
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
開
始
︑
今
年
で
７
年
に
な
り
ま
す
︒

今
ま
で
の
見
直
し
に
よ
り
便
利
さ
は

向
上
し
て
き
ま
し
た
が
︑
ま
だ
１
日
４

便
し
か
運
行
し
て
い
な
い
不
便
な
地
域

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
︒

特
に
バ
ス
の
増
便
を
切
望
し
て
い
た

の
が
本
桜
線
︵
神
の
浦
︑
き
や
ま
台
方

面
︶
の
方
々
で
し
た
︒

こ
の
度
︑
念
願
で
あ
っ
た
本
桜
線
の

増
便
が
実
現
︑
こ
れ
は
行
政
が
町
民
に

寄
り
添
お
う
と
し
た
努
力
の
結
果
で

す
︒

本桜線を運行する運転手さんたち

交
通
不
便
地
域
の
解
消
に
向
け
て

基
山
町
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
︒
今
後
︑
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ
て
︑
町

内
の
交
通
不
便
地
域
に
対
応
す
る
の
か
が
重
要

課
題
だ
と
考
え
ま
す
︒

公
共
交
通
に
限
ら
ず
︑
町
民
に
優
し
い
町
だ

と
評
価
さ
れ
る
よ
う
︑
小
さ
な
声
も
大
事
に
し

な
が
ら
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
︒

︵
中
村
絵
理
︶

ど
ん
な
公
共
交
通
計
画
な
の
？

今
の
基
山
町
に
は
公
共
交
通
が
３
つ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

今
後
︑
町
は
町
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
機
関
と
連
携
し
︑
町
の
移
動
を

も
っ
と
便
利
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
︒

一
日
で
も
早
く
こ
の
計
画
が
実
現
す

れ
ば
︑
私
た
ち
は
安
心
し
て
免
許
を
返

納
で
き
ま
す
ね
︒
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第２回臨時会（7月19日）

亀の甲ため池に関する請願書 令和３年５月27日

提出者 亀の甲ため池水利組合 組 合 長 埋金 正

紹介議員 鳥飼 勝美

請願内容（抜粋）

１．今後、ため池管理の継続及び中山間地農業振興の観点から、ため池整備

事業の組合に対する負担金を免除されること。

２．ため池流入部からの逃がし水路である公有水面の拡充を実施すること。

３．ため池の所有権移譲に伴う登記事務（相続登記含む）を、嘱託登記とし

て基山町が実施すること。

議会は、請願書を受理し審査を行うために、６月議会で関係議案である、議案第22号を継続審査、議案

第24号を一部修正可決とし、６月議会閉会後、請願者と町執行部への意見聴取を行い、慎重に審査した。

請願 審査報告

１．負担金免除は、他のため池との公平性や、様々

な負担金の公平性の問題に波及することか

ら、応分の受益者負担は必要であるため不採

択とする。

２．公有水面の拡充は、洪水吐が設計基準を満た

すことから、ため池に放流するのが安全であ

るため不採択とする。

３．嘱託登記は、町が実施すると示しているので

採択とする。
亀の甲ため池で現地調査

負担金免除を、各々に対応すれば、これ

まで一定の負担金を支払った組合や個人

から疑義や不満も生じる。今後、このよ

うな事業が成り立たない。公平性の立場

から受益者負担は必要であり免除は反対

である。

ため池の機能は農業の水利活用と、大

雨時の降水調整、土砂防止など災害時の

調整池機能もある。今後、少子高齢化で

地元管理ができないなど、多くの問題が

あることから、負担金免除に賛成する。

反対討論反対討論 賛成討論賛成討論

請願第１号

亀の甲ため池の請願はどうなった
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臨時会の採決結果

第３回定例会（9月6日∼24日）の採決結果

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

品

川

義

則

松

石

信

男

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ×

議案
番号

議 案 名

認定２ 令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

認定３ 令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

議案番号 議 案 名 議案番号 議 案 名

議案28
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案32
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

議案29 基山町税条例の一部改正について 議案33
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議案30
令和２年度下水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について

議案34 令和３年度下水道事業会計補正予算（第２号）

承認４
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度一般会計補正予算（第５号））

議案35 令和３年度一般会計補正予算（第８号）

承認５
専決処分の承認を求めることについて（令和
３年度一般会計補正予算（第６号））

認定１ 令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定

議案31 令和３年度一般会計補正予算（第７号） 認定４ 令和２年度下水道事業会計決算の認定

賛 否 表

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12

中

村

絵

理

天

本

勉

松

石

健

児

大

久

保

由

美

子

末

次

明

桒

野

久

明

河

野

保

久

鳥

飼

勝

美

大

山

勝

代

品

川

義

則

松

石

信

男

〇 × × × × × × 〇 × × ×

〇 × × × × × × 〇 × × ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議案
番号

議 案 名

請願１

請願内容１（４ページ参照）

請願内容２（４ページ参照）

請願内容３（４ページ参照）

議案22
県営土地改良事業負担金に係る分担金徴収に関する条例
の一部改正について

議案27 令和３年度一般会計補正予算（第４号）

全会一致で可決した議案

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません

賛否が分かれた議案 ○ × 欠 退 除○ 賛成 × 反対 欠 欠席 退 退席 除 除斥 議長は採決に加わりません
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第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

特
定
一
般
医
薬
品
購
入
費
を
支

払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控
除
の

特
例
︵
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ

ン
税
制
︶
見
直
し

問

療
養
の
給
付
と
し
て
支

給
さ
れ
る
薬
剤
と
の
代

替
性
が
特
に
高
い
一
般
用
医
薬

品
等
の
使
用
を
促
進
す
る
観
点

か
ら
見
直
さ
れ
た
が
、
こ
の
税

制
は
町
民
に
十
分
な
周
知
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

今
後
は
町
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
よ
う
取
り

組
む
︒

提
案

広
報
き
や
ま
等
で
広
報

す
る
際
は
、
専
門
用
語
で
解
説

す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
に
分

か
り
や
す
い
説
明
文
に
し
て
周

知
を
図
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

１
１
７
万
円

問

セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
う

会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
の
要
件
と
事
業
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
対
象
と

な
る
児
童
生
徒
や
必
要
な
備
品

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

設
置
場
所
は
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
の
和
室
で
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま

で
︑
１
名
で
対
応
予
定
で
あ
る
︒

学
校
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
と
連
携
し
て
い
く
︒

対
象
は
学
校
に
登
校
で
き
て
い
な

い
児
童
生
徒
で
あ
る
︒
セ
ン
タ
ー

内
備
品
に
つ
い
て
は
利
用
者
の
状

況
に
応
じ
た
も
の
を
考
え
て
い
る
︒

提
案

利
用
者
・
保
護
者
に
、
き

め
細
か
な
対
応
を
取
る
こ
と
と
、

利
用
者
の
状
況
に
対
応
で
き
る

資
格
を
有
し
た
職
員
を
採
用
す

る
こ
と
。

各
学
校
に
検
温
機
器
を
追
加
設
置

１
２
０
万
円

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
拡
大
防
止
の
た
め
、

町
内
３
小
中
学
校
に
各
２
台
非

接
触
型
検
温
機
器
を
追
加
設
置

す
る
事
業
。
各
学
校
の
児
童
生

徒
数
に
差
が
あ
る
が
校
舎
の
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
、
密
と
な

ら
な
い
の
か
。

答

す
で
に
校
舎
内
に
は
検

温
機
器
を
設
置
し
て
お

り
︑
今
回
は
校
舎
入
り
口
下
駄
箱

や
廊
下
に
設
置
を
予
定
し
て
い

る
︒
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
検

討
し
て
お
り
︑
必
要
に
応
じ
て
買

い
増
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
︒

提
案

児
童
生
徒
は
自
宅
で
検

温
し
て
登
校
し
て
い
る
の
で
、

検
温
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
で

密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
場
所
の

選
定
な
ど
に
配
慮
を
す
る
こ
と
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

税制改正は分かりやすい広報を税制改正は分かりやすい広報を

所
管
事
務
調
査

キ
ャ
ン
プ
場
を
楽
し
い
場
所
に

基
山
町
キ
ャ
ン
プ
場
は
開
設
30
年
を

経
過
し
︑
利
用
者
の
形
態
も
変
化
し
て

い
る
︒
現
状
の
設
備
や
規
約
で
は
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い
な
い
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
答
え
る
た
め
対
象
者
を
精
査
し
︑

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
地
域
全
体
で
整
備

計
画
を
進
め
る
よ
う
提
案
し
た
︒

水
門
付
近
の
基
肄
城
南
門

跡
広
場

町
は
基
山
︵
き
ざ
ん
︶
登
山
や
基
肄

城
史
跡
を
散
策
す
る
来
訪
者
用
の
ト
イ

レ
を
備
え
た
広
場
を
計
画
し
て
い
る
︒

上
流
に
は
平
成
30
年
規
模
の
豪
雨
に

も
対
応
で
き
る
治
山
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

て
お
り
安
全
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
多
目
的
に
利

用
で
き
る
広
場
と
す
る
よ
う
提
案
し

た
︒

キャンプ場視察の様子

保健センター２階に設置

特定一般医薬品の目印
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第
３
回
定
例
会

議
案
審
議

災
害
復
旧
費
の
専
決
処
分

８
月
豪
雨
災
害
土
砂
撤
去
お
よ

び
測
量
委
託
分

８
７
８
０
万
円

問

今
後
、
災
害
復
旧
を
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

答

林
道
の
被
災
し
た
26
カ

所
中
17
カ
所
は
補
助
対

象
と
な
る
予
定
で
あ
る
︒
箇
所

ご
と
の
災
害
規
模
が
小
さ
い
と

補
助
の
対
象
に
は
な
ら
ず
︑
一
般

財
源
か
ら
の
支
出
が
増
加
す
る
︒

災
害
が
毎
年
続
け
ば
財
政
面
は

厳
し
く
な
る
が
︑
起
債
等
の
処
置

な
ど
検
討
し
対
処
す
る
︒

問

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災

害
に
対
す
る
補
助
要
件

の
緩
和
を
要
望
し
て
い
く
必
要

は
な
い
か
。

答

国
の
暫
定
法
で
規
定
さ

れ
て
お
り
変
更
は
難
し

い
︒
再
度
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
な
補
強
等
に
国
︑
県
の
整
備
事

業
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き
た
い
︒

提
案

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
検

討
し
、
農
業
従
事
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
業
務
委

託
料

１
４
８
万
円

問

事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

答

４
歳
児
就
学
準
備
事
業

の
検
査
後
︑
５
歳
児
で
得

意
な
部
分
を
伸
ば
し
︑
苦
手
な
部

分
の
克
服
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
に
留
ま
っ
て
い
た

が
︑
今
回
︑
事
業
終
了
後
に
再
度

検
査
を
行
い
︑
比
較
す
る
こ
と

で
︑
保
護
者
が
成
果
や
課
題
を
把

握
で
き
る
支
援
案
を
作
成
す
る
︒

問

検
査
・
検
証
は
誰
が
行
な

い
、
小
学
校
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
す
る

の
か
。

答

専
任
の
臨
床
心
理
士
が

包
括
し
て
行
い
︑
支
援
案

の
資
料
は
保
護
者
の
同
意
を
得

た
う
え
で
︑
学
校
側
と
情
報
共
有

す
る
な
ど
︑
児
童
支
援
の
一
助
と

し
た
い
︒

生
活
道
路
︵
三
級
町
道
︶

路
面
性
状
調
査
業
務
委
託
料

３
９
８
万
円

問

調
査
後
の
舗
装
工
事
の

時
期
と
優
先
順
位
は
ど

の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か
。

答

補
修
の
必
要
性
を
調
査

し
︑
事
業
費
の
算
出
を
行

い
︑
財
源
を
確
保
し
て
実
施
と
な

る
︒
優
先
順
位
は
︑
道
路
の
利
用

状
況
︑
指
定
通
学
路
︑
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
経
路
の
他
︑
各
地
域

住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
決
め
た

い
︒

提
案

生
活
道
路
の
路
面
性
状

調
査
の
み
な
ら
ず
、
危
険
箇
所
の

調
査
も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
。

度重なる豪雨災害にどう対応する度重なる豪雨災害にどう対応する

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

所
管
事
務
調
査

基
山
っ
子
み
ら
い
館
の
管

理
運
営
状
況

基
山
っ
子
み
ら
い
館
は
︑
子

育
て
交
流
広
場
と
基
山
保
育
園

を
併
設
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

交
流
広
場
で
は
︑
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
は
じ
め
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
︑
充

実
し
た
状
況
が
う
か
が
え
た
︒

基
山
保
育
園
で
は
︑
各
保
育

室
を
年
齢
別
園
児
数
に
応
じ
て

移
動
さ
せ
︑
衛
生
面
や
安
全
面

を
含
め
︑
保
育
環
境
確
保
に
努

め
て
い
た
︒

当
委
員
会
と
し
て
は
︑
保
育

士
等
の
労
務
負
担
の
軽
減
︑
園

児
の
体
力
向
上
を
補
え
る
遊
具

の
設
置
︑
送
迎
時
の
車
両
と
の

接
触
防
止
対
策
等
の
検
討
を
行

う
よ
う
提
案
し
た
︒

林道災害：一ノ坂・河内線

基山っ子みらい館
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一般会計補正 4億4595万円追加
予算総額 79億7865万円に

９
月
議
会

■ 主 な 事 業 ■

東明館甲子園出場に激励金

第103回全国高等学校野球選手権大会に初出場。

事業費203万円。（専決処分）

豪雨災害復旧調査

８月豪雨により林道施設26カ所、公共土木施設

35カ所に被害。事業費8780万円。（専決処分）

教育支援センター11月開所

保健センター内に支援員を配置し、不登校児童

生徒の学習支援や保護者の相談に当たる。

事業費117万円。

ため池転落防止看板設置

町内の防災重点農業用ため池８カ所に設置。

事業費500万円。

JR職員を町へ受入れ

JRがコロナ禍のため、１名を役場職員として３

年間雇用する。事業費202万円。

おもてなしマップ刷新

コロナ禍が長期化するなかで、地域の経済の回

復と活性化を目指して、基山町のイベントや暮

しの情報を発信することで、町内外の方々へ「お

もてなし」の向上を図る。事業費100万円。

中山間地域を支援

県の中山間チャレンジプロジェクトとして選定

した「そのべfarmers」（園部地区の農業者14名

で構成）を支援。新たな商品開発や事業を創出

する。園部地区から小倉、宮浦の中山間地へ波

及させ、農業の活性化を図る。事業費53万円。

避難所にパーテーション設置

感染症対策として、パーテーション50張と床

マット50枚を整備して3密を避け、疲労の軽減を

図る。事業費104万円。

手洗い場改修で感染軽減

町内の公共施設の手洗い場の蛇口をワンプッ

シュ式またはレバー式に改修する。

事業費400万円。

小中学校に自動検温機追加

登校する際に、非接触型の検温器で体温測定を

することで感染拡大を防止する。各学校２台導

入。事業費120万円。

民間マンション内に保育所

JR基山駅南民間マンション内に、小規模保育所

を新設し子育て支援を図る。事業費1650万円。

新築マンション内に保育所開設

東明館高校
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
問
題
化
し
て
い

る
｢生
理
の
貧
困
｣に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
収
入
減
や
育

児
放
棄
︑
性
教
育
知
識
不
足
な
ど
で
起

き
る
問
題
︒
家
庭
︑
学
校
︑
職
場
な
ど

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
︒

問

全
国
で
は
５
８
１
の
自
治
体
が
学

校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
無
料
配
布

し
て
い
る
。
町
内
小
中
学
校
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
常
備
や
災
害
備
品
と
し
て

備
蓄
を
求
め
る
。

答

小
中
ト
イ
レ
１
カ
所
に
生
理
用
品

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
す
る
︒
災

害
時
に
は
調
達
す
る
︒
女
性
消
防
団
で

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
費
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
助
成
検
討

問

就
学
援
助
で
３
月
の
議
会
で
﹁
支

給
に
向
け
検
討
﹂
と
答
弁
さ
れ
た
が
。

答

国
の
補
助
対
象
に
さ
れ
て
い
る
の

で
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
︑
生
徒
会
費
︑
ク
ラ

ブ
活
動
費
を
︑
新
た
に
助
成
対
象
に
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
︒

新
型
コ
ロ
ナ

臨
時
医
療
施
設
整
備
を

全
国
で
は
自
宅
療
養
で
死
亡
者
も

問

県
内
の
自
宅
療
養
者
が
１
５
２
人

︵
９
月
５
日
現
在
︶
。
全
国
で
は
自
宅
療

養
中
に
死
亡
者
も
出
て
、
﹁
救
え
る
命

が
救
え
な
く
な
る
﹂
異
常
だ
。
入
院
が

で
き
て
重
症
化
を
防
ぐ
大
型
の
臨
時
医

療
施
設
の
早
急
な
整
備
を
求
め
る
。

答

県
は
軽
症
者
向
け
臨
時
医
療
施
設

を
開
設
す
る
︒
伊
万
里
市
と
佐
賀
市
に

ホ
テ
ル
を
確
保
し
病
床
数
を
増
や
し
て

い
る
︒
１
人
暮
ら
し
の
感
染
者
は
自
宅

療
養
に
は
し
て
い
な
い
︒

問

学
校
ト
イ
レ
生
理
用
品
常
備
を

答

小
中
ト
イ
レ
１
カ
所
に
試
行

松

石

信

男
議
員

女子トイレに設置

策
定
す
る
考
え
は
。

答

棚
田
法
の
指
定
後
に
﹁
棚
田
地
域

振
興
活
動
計
画
﹂
を
策
定
し
て
い
く
︒

園
部
団
地
の
建
て
替
え
事
業
の
現
状
は

問

未
だ
建
て
替
え
事
業
の
実
施
計
画

が
策
定
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

入
居
者
へ
の
説
明
会
︑
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
行
い
入
居
者
へ
の
合
意
形

成
へ
向
け
て
努
力
し
て
い
る
︒

問

ま
ず
町
が
実
施
計
画
を
示
し
、
合

意
形
成
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

現
在
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
な

い
の
で
︑
実
施
計
画
は
策
定
で
き
な
い
︒

問

自
然
豊
か
な
基
山
町
を
形
成
し
て

い
る
中
山
間
地
域
は
、
農
業
の
衰
退
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
等
に

よ
り
集
落
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

答

国
に
よ
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
で
︑
町
内
７
地
区
の
集
落
に
組

織
活
動
費
が
交
付
さ
れ
て
い
る
︒

問

狭
あ
い
道
路
の
改
善
を
。

答

現
在
町
道
の
補
修
計
画
を
検
討
中

で
︑
今
後
︑
優
先
順
位
を
付
け
て
実
施

し
て
い
く
︒

問

中
山
間
地
域
の
活
性
化
策
は
何
か
。

答

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
︑

森
林
管
理
へ
の
支
援
︑
分
家
住
宅
へ
の

規
制
緩
和
︑
空
き
家
バ
ン
ク
で
農
地
付

き
空
き
家
の
紹
介
等
︒
農
業
の
振
興
策

と
し
て
は
︑﹁
棚
田
法
﹂
の
指
定
に
向
け

て
申
請
中
で
︑
指
定
を
受
け
る
と
こ
れ

ま
で
活
用
で
き
な
か
っ
た
中
山
間
地
域

関
連
事
業
が
活
用
で
き
る
︒

問

中
山
間
地
域
活
性
化
基
本
計
画
を

問

中
山
間
地
域
の
振
興
策
は
何
か

答

今
後
︑
具
体
策
を
推
進
し
て
い
く

鳥

飼

勝

美
議
員

中山間地の棚田の風景

全員が 町 政 を問う
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一般質問

接
種
事
業
を
継
続
す
る
︒

子
育
て
支
援
事
業
の
課
題
解
決

問

数
多
く
手
が
け
て
い
る
事
業
の
課

題
と
対
策
は
ど
の
よ
う
に
実
施
か
。

答

事
業
の
計
画
作
成
時
で
は
︑
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
会
等
を
実
施

し
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
に
努

め
︑
そ
の
後
は
関
係
施
設
の
連
絡
調
整

の
た
め
の
６
園
合
同
会
議
を
定
期
的
に

実
施
し
︑
情
報
共
有
や
課
題
解
決
の
た

め
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
︒

町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

問

感
染
者
数
と
接
種
率
お
よ
び
予
約

の
状
況
は
。

答

９
月
６
日
現
在
１
６
７
人
感
染

し
︑
40
歳
代
以
下
の
子
ど
も
を
中
心
と

し
た
若
い
世
代
の
感
染
が
増
え
て
い

る
︒
１
回
目
の
接
種
率
は
予
約
と
合
わ

せ
て
77
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
︒

問

若
い
世
代
の
接
種
率
向
上
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答

感
染
し
て
も
本
人
の
重
症
化
を
防

ぎ
︑
同
居
し
て
い
る
家
族
や
友
人
︑
職

場
同
僚
へ
の
感
染
を
防
ぐ
効
果
が
得
ら

れ
る
な
ど
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

問

集
団
接
種
事
業
終
了
の
目
安
と
そ

の
後
の
接
種
体
制
は
。

答

１
回
目
の
接
種
率
は
予
約
を
含
め

75
％
を
超
え
︑
申
し
込
み
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
︑
９
月
19
日
ま
で
に

１
回
目
を
完
了
し
︑
２
回
目
の
接
種
が

終
え
る
ま
で
継
続
し
た
後
︑
集
団
接
種

事
業
は
一
旦
休
止
す
る
︒
そ
の
後
は
住

民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
個
別
接
種
に
よ
り

問

若
い
世
代
の
接
種
率
ア
ッ
プ
を

答

重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る

桒

野

久

明
議
員

子育て支援の基山っ子みらい館

に
当
た
っ
て
は
︑
地
域
住
民
の
合
意
形

成
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
検
討
は
難
し

い
︒
県
境
の
場
所
の
た
め
筑
紫
野
市
と

の
連
携
が
必
要
な
の
で
さ
ら
に
難
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
︒

問

県
境
を
跨
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

な
る
が
、
筑
紫
野
市
・
小
郡
市
と
連
携

で
き
れ
ば
地
域
住
民
に
と
っ
て
良
い
計

画
に
な
ら
な
い
か
。

答

将
来
的
な
計
画
で
あ
れ
ば
可
能
性

は
あ
る
︒
筑
紫
野
市
の
土
地
も
含
め
た

計
画
な
ら
色
々
な
土
地
利
用
が
で
き
る
︒

観
光
協
会
の
今
後
の
展
望
は

問

観
光
協
会
の
事
務
局
が
、
商
工
会

か
ら
産
業
振
興
協
議
会
へ
移
行
す
る

が
、
今
後
の
観
光
行
政
の
展
望
は
。

答

基
山
町
の
財
産
で
あ
る
神
社
仏

閣
・
観
光
農
園
・
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
人
の
技
な
ど
を
目
玉
に
で
き
な
い
か

と
︑
こ
こ
数
年
取
り
組
ん
で
い
る
の
で

コ
ロ
ナ
禍
後
に
前
に
進
ん
で
い
く
よ
う

に
し
た
い
︒

問

小
郡
市
福
童
地
区
に
整
備
さ
れ
る

味
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
計
画
の
実
現
ま
で

の
経
緯
は
。

答

味
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
︑
平
成
28

年
11
月
に
地
元
区
長
会
が
主
体
と
な

り
︑
味
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
建
設
整
備
促

進
期
成
会
が
設
立
さ
れ
︑
平
成
29
年
度

に
は
国
か
ら
準
備
段
階
調
査
箇
所
の
採

択
を
受
け
︑
平
成
30
年
度
に
新
規
事
業

化
が
決
定
︑
令
和
２
年
度
工
事
着
手
︑

令
和
５
年
度
完
成
予
定
で
あ
る
︒

問

基
山
Ｐ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
整

備
す
る
た
め
の
課
題
は
何
か
。

答

基
山
Ｐ
Ａ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備

問

基
山
Ｐ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
計
画
を

答

難
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る

品

川

義

則
議
員

スマートＩＣ
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町
内
の
流
域
治
水
へ
の
取
り
組
み
は

問

想
定
外
の
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
、
新
た
な
流
域
治
水
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

答

河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
︵
堆
積
土
砂

の
撤
去
︶
と
併
せ
て
︑
河
川
に
た
ど
り

着
く
ま
で
の
側
溝
等
の
水
の
流
れ
が
︑

今
後
の
開
発
等
に
よ
っ
て
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
確
認
す
る
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
︒

そ
の
他
の
質
問

公
共
工
事
計
画
の
検
討
の
経
過
は
︒

答

高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
世
帯
や
高

齢
者
の
み
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
︒
個

別
訪
問
を
し
て
健
康
状
態
︑
困
り
ご
と

の
相
談
等
を
受
け
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
方

に
合
う
き
め
細
や
か
な
支
援
が
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
設
置
し
た
︒

ま
た
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
臨
時
的
業
務
も
併
設
す
る
︒

問

重
点
的
に
取
り
組
む
政
策
は
何

か
。

答

個
別
訪
問
で
生
活
状
況
を
ま
と
め

た
個
別
カ
ル
テ
を
作
成
し
︑
支
援
す
る
︒

問

デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
。

答

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
︑
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
︑
行
政
の
事
務
作
業
の
効
率

化
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
確
保
し
た
時

間
を
︑
住
民
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み
作
り
︒

問

な
ぜ
今
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
の
か
。

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
と
住
民
へ
の

浸
透
︑
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
不
要
不
急
の

外
出
を
避
け
︑
自
宅
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
︵
携
帯
電
話
︶
を
使
い
行
政
手
続
き

す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
要
因
︒
国
も

﹁
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
﹂
を
策
定
︑
計

画
期
間
を
令
和
８
年
３
月
ま
で
と
し
た
︒

問

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
事
例
を
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
連
携
さ
せ
︑
申
請
や
証
明

取
得
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
う
な
ど
︒

新
設
し
た
プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策
室
と
は

問

設
置
さ
れ
た
目
的
は
何
か
。

問

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を

答

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
繫
が
り
導
入
す
る

大
久
保

由
美
子
議
員

多方面移動に利便性が高い17号線

中
山
間
地
等
の
人
口
減
少
対
策
は

問

中
山
間
地
に
お
け
る
就
農
へ
の
取

り
組
み
や
、
企
業
誘
致
等
は
行
っ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
。

答

当
該
地
域
は
市
街
化
調
整
区
域
で

あ
る
た
め
︑
土
地
利
用
の
規
制
が
あ
る

が
︑
県
の
開
発
許
可
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
で
分
家
住
宅
の
建
築
や
︑
既
存

建
築
物
を
活
用
し
た
古
民
家
レ
ス
ト
ラ

ン
等
︑
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た

め
の
施
設
へ
の
用
途
変
更
が
比
較
的
容

易
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

問

県
道
久
留
米
基
山
筑
紫
野
線
︵
17

号
線
︶
各
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
住
宅
地
と

し
て
開
発
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
︑
田
園
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
今
年
度
行
う
同

プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
︑
町
民
の
意
見
を

踏
ま
え
て
︑
将
来
の
ま
ち
の
姿
を
見
直

し
て
い
き
た
い
︒

問

17
号
線
周
辺
の
宅
地
化
を

答

都
市
計
画
の
見
直
し
で
検
討

松

石

健

児
議
員

困りごとの相談受けます
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問

８
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
状
況
は
ど

う
か
。

答

住
宅
地
の
の
り
面
崩
壊
１
カ
所
︑

町
道
33
カ
所
︑
法
定
外
公
共
物
２
カ
所

林
道
で
は
︑
寺
谷
線
︑
一
の
坂
・
河
内

線
な
ど
26
カ
所
︑
農
地
17
カ
所
︑
農
業

用
施
設
１
カ
所
被
災
し
て
い
る
︒

問

復
旧
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答

町
道
︑
法
定
外
公
共
物
の
33
カ
所

に
つ
い
て
は
︑
土
砂
撤
去
等
の
応
急
対

応
を
行
い
︑
９
月
下
旬
に
終
え
る
予
定
︒

林
道
被
害
26
カ
所
う
ち
17
カ
所
は
︑
国

の
災
害
復
旧
事
業
と
な
る
の
で
11
月
頃

に
査
定
を
受
け
復
旧
し
て
い
く
︒
ま

た
︑
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
12
カ
所

に
つ
い
て
も
︑
国
の
査
定
後
12
月
頃
に

補
助
金
申
請
を
行
い
︑
復
旧
し
て
い
く
︒

問

平
成
25
年
12
月
に
﹁
強
く
し
な
や

か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の

防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化

基
本
法
﹂
が
施
行
さ
れ
、
基
山
町
で
は
、

令
和
３
年
３
月
に
﹁
基
山
町
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
基
山
町
の
﹁
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
﹂
を
推
進
し
て
い
く
な
か
で
、

こ
の
計
画
を
ど
う
反
映
、
活
用
し
て
い

く
の
か
。

答

防
災
・
減
災
の
対
策
を
行
う
上
で

は
︑
基
本
的
な
事
項
と
し
て
﹁
緊
急
性
﹂

﹁
必
要
性
﹂﹁
効
果
﹂
な
ど
の
観
点
か
ら
︑

総
合
的
に
判
断
し
土
砂
災
害
防
止
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
︑
整

備
し
た
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

天

本

勉
議
員

問

国
土
強
靭
化
計
画
に
よ
る
防
災
・
減
災
対
策
を

答

土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
と
適
正
管
理

整備が進む治山ダム

取
り
組
み

が
含
ま
れ

て

い

る
︒

そ
の
結
果

を
踏
ま
え

検

討

す

る
︒

基
山
駅
前
ト
イ
レ
の
建
て
替
え
を

問

天
井
の
強
化
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
利

用
者
に
不
便
が
生
じ
た
。
施
設
は
築
39

年
で
あ
る
。
近
々
に
建
て
替
え
ら
れ
な

い
の
か
。

答

ト
イ
レ
の
建
て
替
え
は
町
独
自
の

資
金
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
適

切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
維
持
管
理
に
努

め
る
︒

提
案

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
見

直
し
の
際
に
は
最
優
先
で
建
て
替
え
の

検
討
を
願
う
。

問

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ

の
取
り
組
み
は
。

答

10
月
か
ら
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐

車
場
に
バ
ス
停
を
新
設
︑
さ
ら
に
本
桜

線
を
１
便
増
設
す
る
︒
ま
た
︑
け
や
き

台
地
区
で
自
動
車
に
よ
る
移
動
や
運
搬

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
実
証
実
験

も
予
定
し
て
い
る
︒

問

本
桜
線
は
１
日
５
便
に
な
る
が
、

も
う
１
便
増
や
せ
な
い
の
か
。

答

状
況
を
見
て
好
評
で
あ
れ
ば
来
年

度
に
向
け
て
検
討
す
る
︒

問

75
歳
以
上
の
運
賃
を
無
料
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答

公
平
性
の
観
点
か
ら
利
用
者
に
は

相
応
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
が
︑

広
い
視
点
か
ら
研
究
を
す
る
︒

問

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
検
討

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

け
や
き
台
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い

る
実
証
実
験
の
中
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

問

地
域
公
共
交
通
を
も
っ
と
便
利
に

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
桜
線
を
増
便

中

村

絵

理
議
員新しくお目見えした１号車
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問

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
が
目
立
た

な
い
。
の
ぼ
り
旗
は
黄
緑
色
だ
が
、
赤

色
な
ど
目
立
つ
色
に
し
て
定
期
的
に
取

り
換
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
配
布
方
法

も
検
討
せ
よ
。

答

今
回
の
質
問
を
考
慮
し
て
︑
配
布

方
法
や
の
ぼ
り
旗
以
外
の
設
置
も
検
討

し
て
い
く
︒

問

通
学
路
の
点
検
と
課
題
対
策
は
。

答

８
月
に
関
係
団
体
と
交
通
安
全
︑

防
犯
対
策
に
つ
い
て
合
同
で
実
施
し

た
︒
課
題
を
共
有
し
改
善
に
努
め
る
︒

小
中
学
校
で
の
感
染
症
対
策
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
判
断
根
拠
は

何
か
。
心
身
の
ケ
ア
は
十
分
か
。

答

文
科
省
の
通
知
が
基
準
に
な
る
︒

学
級
閉
鎖
や
休
校
は
８
月
に
出
た
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
基
に
な
る
︒
子
ど
も

た
ち
の
健
康
面
に
つ
い
て
は
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
︑
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
に
も
つ
な
げ
て
い
る
︒

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
充
実
を

問

通
学
路
で
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者

な
ど
か
ら
守
る
の
に
、
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
は
最
適
な
シ
ス
テ
ム
だ
。
子
ど

も
た
ち
は
十
分
認
識
し
て
い
る
か
。

１
１
０
番
の
家
に
登
録
い
た
だ
い
て

い
る
方
へ
の
協
力
体
制
は
万
全
か
。

答

重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
︒

新
１
年
生
に
は
﹁
き
や
ま

あ
ん
し
ん

ま
っ
ぷ
﹂
を
配
布
し
周
知
し
て
い
る
︒

１
１
０
番
の
家
に
は
︑
い
ざ
と
い
う
時

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
り
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
︒

問

通
学
路
の
防
犯
対
策
は
十
分
か

答

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区
と
連
携
し
て
取
り
組
む

末

次

明
議
員

こども110番の家

補
聴
器
購
入
の
公
的
助
成
を

問

簡
易
の
聴
力
検
査
を
気
軽
に
行
っ

て
も
ら
え
る
場
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

﹁
通
い
の
場
﹂
で
は
で
き
な
い
か
。

答

今
年
11
月
か
ら
は
じ
ま
る
70
歳
・

75
歳
の
﹁
介
護
予
防
健
診
﹂
時
に
︑
簡

易
聴
力
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
︒

問

補
聴
器
は
値
段
が
高
す
ぎ
て
購
入

で
き
な
い
と
い
う
高
齢
者
に
対
し
て
、

町
の
助
成
制
度
を
設
け
て
ほ
し
い
。

答

プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策
室
が
１
人
暮

ら
し
の
方
宅
を
訪
問
し
実
態
調
査
を
し

て
︑
支
援
の
方
法
を
検
討
し
た
い
︒

問

定
住
促
進
課
が
作
成
し
た
﹁
マ
イ

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
﹂
は
高
齢
世
帯

全
て
に
配
布
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

福
祉
課
・
定
住
促
進
課
・
憩
の
家

に
置
い
て
い
る
︒
ま
た
︑
民
生
委
員
に

言
え
ば
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

問

町
民
が
相
続
等
の
身
辺
整
理
を
考

え
た
時
、
行
政
書
士
や
弁
護
士
へ
の
直

接
の
相
談
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
町
へ

の
相
談
は
で
き
る
か
。

答

町
も
相
談
を
受
け
る
︒
社
会
福
祉

協
議
会
も
﹁
ふ
れ
あ
い
相
談
﹂
を
無
料

で
行
っ
て
い
る
︒

問

町
民
に
と
っ
て
、
自
身
の
終
活
と

遺
産
等
の
整
理
は
重
大
な
問
題
だ
。
総

合
的
な
窓
口
を
設
け
て
町
の
支
援
を
求

め
た
い
。

答

相
談
者
が
安
心
し
て
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
﹁
プ
ラ
チ
ナ
社

会
政
策
室
﹂
を
中
心
に
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
︒

大

山

勝

代
議
員

問

窓
口
を
設
け
、
町
の
終
活
支
援
を

答

高
齢
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
て
い
く

マイエンディングノート



令和３年９月議会 14

一般質問

令和３年 第４回基山町議会定例会の予定

12月６日（月）〜16日（木）

一般質問 12月７日（火）〜９日（木）

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

区 分 件 名 結 果

意
見
書

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
採択

(全員賛成）

陳
情
書

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について国民的議論

を行い、憲法に基づき公正かつ民主的に解決するべきとする意見書の採択を求める

陳情

全議員に

配布

人道的見地から、沖縄防衛局による「沖縄本島南部からの埋め立て用土砂採取計画」

の断念を国に要請すること

全議員に

配布

国に対し、改めて民法750条を速やかに改正し、選択的夫婦別姓制度の導入を求める

ことについて

全議員に

配布

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

意見書等の結果

答

認
知
症
関
連
の
講
座
の
講
話
を
行

う
な
ど
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
︒
個

別
訪
問
も
実
施
し
︑
家
族
相
談
会
や
介

護
保
険
の
周
知
に
努
め
て
い
る
︒

問

認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
は
。

答

町
内
４
カ
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

問

今
後
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
施

策
等
は
。

答

介
護
予
防
検
診
で
認
知
症
に
関
す

る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
︑
介
護
と
認
知
予

防
を
連
携
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
い

る
︒

問

町
の
認
知
症
の
実
態
は
。

答

認
知
症
と
判
断
さ
れ
る
日
常
生
活

自
立
度
Ⅱ
以
上
の
方
は
７
月
末
現
在
で

４
７
７
人
︒
昨
年
よ
り
48
名
増
︒

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

キ
ッ
ズ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
現
状
・
実
績
は
。

答

令
和
２
年
度
で
２
回
開
催
し
40
名

の
参
加
︒
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
座

は
基
山
・
若
基
小
で
開
催
し
１
２
７
人

の
児
童
が
受
講
︒
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

受
講
者
は
減
︒
今
年
度
は
中
学
生
向
け

の
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
11

月
に
開
催
予
定
︒

問

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
は
。

答

令
和
２
年
度
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
未
開
催
︒
今
年
度
は
４
月
に
開
催
し

５
名
の
方
が
受
講
︒
今
後
も
定
期
的
に

開
催
し
︑
認
知
症
へ
の
理
解
・
対
応
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
継
続
し
て
い

く
︒

問

認
知
症
地
域
支
援
員
の
活
動
は
。

問

町
の
認
知
症
の
現
状
・
実
態
は

答

昨
年
よ
り
48
名
増河

野

保

久
議
員

認知症カフェの活動
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歳 入 歳 出 差 引 額

国 民 健 康 保 険 19億7789万円 18億3283万円 １億4506万円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億5509万円 ２億5490万円 19万円

令和２年度 特別会計決算・下水道事業会計決算

●町民一人当たりに使われたお金（一般会計） 62万4832円
人口17,412人で計算（令和3年3月31日現在）

令和２年度一般会計決算

歳入総額111億2450万円・歳出総額108億7957万円

歳入・歳出差引額（形式収支額）は、2億4493万円の黒字で、翌年度に繰り越すべき財源（繰越

明許費等）5060万円を差し引いた実質収支額は、1億9433万円となった。

また、町債残高66億5505万円、基金残高25億9407万円となり、自主財源構成比は、43.0％（前

年度54.3％）となった。

収 益 費 用 純 利 益

下 水 道 事 業 会 計 ４億2215万円 ３億7080万円 5135万円

民 生 費

24万6330円

児童、高齢者、障が

い者の福祉の推進等

公 債 費

3万2951円

これまでの施設整備

等で借りたお金の返

済分と支払利子の合

計

総 務 費

13万4189円

総務管理、財産管理、

地域振興、税務事務

等

衛 生 費

3万7618円

ゴミ、し尿の処理や

健康増進事業等

土 木 費

6万1470円

道路､公園､公営住宅

の整備等

災害復旧費

9289円

自然災害等で破損し

た道路や河川、公園

などの「公共土木施

設」の復旧等

議 会 費

5396円

議員報酬や議会運営

等

そ の 他

1万7427円

消防費、その他の支

出

教 育 費

6万3328円

学校の管理運営や施

設整備、生涯学習の

推進等

農林商工費

1万6834円

農業、林業、商工、畜

産業等の振興
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消防団の再編計画 まず町が基本方針を示せ

小規模災害にも支援制度の創設を

問 最近、豪雨により毎年のように農地が被

災している。復旧事業は補助対象の規模

要件の下限が40万円以上である。

補助対象外の規模（40万円未満）の農地に

ついても何らかの対応が必要ではないか。

答 災害復旧事業の暫定法で国の採択基準を

基に補助している。この採択基準以下を

町単独での支援を行うことは、町の財政

負担にも繋がるので慎重に考えたい。

提案 補助対象外の災害復旧事業の補助制度

について、他市町村の先進事例の調査を

行い、支援制度の創設を含め血の通った

農業施策を展開し、中山間地域の農業の

振興・維持を図ること。

基 金

問 使途の自由度が高い財政調整基金の積立

額は、令和２年度決算額で３億8555万円、

令和３年度積立額の見込みは約６億円の

予定に対し、減債基金の積立額は95万と

少額である。今後減債基金の積立を増や

して、起債の繰上げ償還を積極的に行っ

ていくべきではないか。

答 まずは、自由度の高い財政調整基金の積

立を優先し、ある一定水準に達すれば減

債基金の積立についても検討して行きた

い。

消防団の再編による改善・発展を

問 まず、町が基本的な方針を示して、将来を

見据えた消防団のあり方を進めていくべ

きではないか。

答 本年２月に総務文教常任委員会との意見

交換会、４月に町長と消防団員、７月には

消防委員会と消防団員の意見交換会を

行った。さらに、今後の進め方について

議論しており、問題解決に向けて具体的

に動き出している。

提案 消防団員や地元の意見などを踏まえ、

これからの消防団のあり方について、ま

ず、行政が主導して再編計画を含めた基

本的な方針を示し、早急な改善および発

展に努めること。

決 算 特 別 委 員 会 審 査（令和２年度決算）

消防団の出初式

町議会では、毎年９月の定例会において決算特別委員会を設置し、昨年度の決算を審査して

いる。

令和２年度一般会計は、新型コロナウイルス感染症対策関連で国庫支出金が21億5078万円あ

り、歳出決算額は108億7957万円となった。町執行部に対して、委員会の審査や質疑を真摯に受

け止め、今後の予算編成に生かし、町民福祉の向上および財政の健全化に努めるよう求めた。
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代
表
監
査
委
員

太
田

博
史

監
査
委
員

天
本

勉

町
の
財
政
運
営
状
況

令
和
２
年
度
一
般
会
計
収
支
は
歳
入

１
１
１
億
24
百
万
円
︑
歳
出
１
０
８
億

79
百
万
円
で
︑
実
質
収
支
額
は
１
億
94

百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
︒
当
年

度
の
収
支
が
黒
字
か
ど
う
か
は
﹁
実
質

単
年
度
収
支
﹂
で
見
る
が
︑
令
和
２
年

度
は
過
去
３
年
間
続
い
た
赤
字
が
33
百

万
円
の
黒
字
に
転
換
し
た
︒

ま
た
︑
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
︑

３
億
27
百
万
円
の
減
少
︑
地
方
交
付
税

な
ど
の
依
存
財
源
は
20
億
17
百
万
円
の

増
加
と
な
っ
た
︒

歳
入
に
つ
い
て
は
︑
引
き
続
き
企
業

誘
致
の
推
進
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
み
︑
自
主
財
源
の
充
実
確
保
を

図
る
と
と
も
に
︑
国
庫
支
出
金
︑
寄
附

金
な
ど
財
源
の
創
出
拡
大
に
取
り
組

み
︑
持
続
可
能
性
を
高
め
つ
つ
︑
揺
る

ぎ
な
い
財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め
ら
れ

た
い
︒

特
別
会
計
の
収
支
状
況

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
後
期
高
齢
者
特
別
会
計
は
︑
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
も
あ
り
黒
字
を
確

保
し
て
い
る
が
︑
国
民
健
康
保
険
は
保

険
税
収
入
︵
３
億
77
百
万
円
︶
よ
り
約

８
億
70
百
万
円
多
い
保
険
給
付
費
︵
12

億
48
百
万
円
︶
を
負
担
し
て
お
り
︑
毎

年
一
般
会
計
よ
り
多
額
の
繰
入
れ
が
続

い
て
い
る
︒

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
︑
保
険
税

の
収
入
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
健

康
の
保
持
・
増
進
を
推
進
し
︑
特
定
健

診
受
診
率
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
る
こ
と
︒

基
金
積
立
金
の
状
況

令
和
２
年
度
末
の
基
金
積
立
残
額
は

25
億
94
百
万
円
で
︑
昨
年
度
末
よ
り
２

億
87
百
万
円
増
加
し
て
い
る
︒
こ
れ
は

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
の
増
額
に
よ

る
も
の
で
︑
５
年
前
の
40
百
万
円
か
ら

令
和
２
年
度
末
に
は
10
億
36
百
万
円
ま

で
大
幅
に
増
え
て
お
り
大
い
に
評
価
で

き
る
︒

今
後
︑
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
加
工
商
品
の
開
発
等
で
地
域
経
済

を
向
上
さ
せ
更
に
増
収
を
図
る
と
と
も

に
︑
今
回
改
正
さ
れ
た
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
お
よ
び
寄
附
の
対
象
と
な

る
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案
内

を
本
町
と
関
わ
り
の
あ
る
企
業
に
積

極
的
に
行
い
︑
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
収
を
図
ら
れ
た
い
︒

町
債
残
高
と
償
還
金
利
子

令
和
２
年
度
末
の
町
債
残
高
は
66

億
55
百
万
円
︑
償
還
金
利
子
は
35
百
万

円
と
な
っ
て
い
る
︒
支
払
利
子
は
10

年
前
に
比
べ
︑
約
１
億
円
減
少
し
て
い

る
︒
借
入
金
を
減
ら
す
意
義
は
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
︒
今
後
も
︑
将
来
世

代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め

決
算
審
査
意
見
書

に
︑
こ
れ
ま
で
の
町
債
残
高
縮
減
の
方

針
を
堅
持
し
て
い
く
こ
と
︒

今
後
の
財
政
運
営

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
︑

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
財
政
運
営

を
確
立
す
る
た
め
に
は
税
源
の
涵
養

を
推
進
す
る
と
と
も
に
︑
今
後
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
住
民
生

活
に
も
た
ら
す
影
響
を
見
極
め
つ
つ
︑

引
き
続
き
移
住
定
住
の
促
進
︑
企
業
誘

致
の
推
進
︑
地
場
の
産
業
・
農
業
の
育

成
に
努
め
る
こ
と
︒

◆過去５年間の基金積立金残高の推移

◆過去５年間の町債残高の推移

区分

年度
借入額

元 利 償 還 額
年度末残高

元 金 利 子 計

平成28年度 414 647 67 714 5,974

平成29年度 770 527 56 583 6,217

平成30年度 421 505 48 553 6,133

令和元年度 824 515 42 557 6,442

令和２年度 752 539 35 574 6,655

区分

年度

財政調整
基金

減債基金
その他の
基金

合 計

平成28年度 562 66 1,531 2,159

平成29年度 590 39 1,719 2,348

平成30年度 505 14 1,955 2,474

令和元年度 438 1 1,868 2,307

令和２年度 386 1 2,207 2,594

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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委

員

長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に

町
議
会
議
員
に
な
っ
て
２
年
と
半
年
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
た
の
は
そ

の
12
月
で
し
た
。
も
う
２
年
近
く
も
続
く
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
に
、
全
て
が
青
息
吐
息
と
諦

め
に
も
似
た
お
声
も
数
多
く
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
黄
色
の
彼
岸
花
の
写
真
を
頂

き
ま
し
た
。

花
言
葉
は
﹁
深
い
思
い
や
り
の
心
﹂
。

心
が
疲
れ
た
人
を
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

気
が
し
、
あ
と
少
し
の
辛
抱
。

こ
の
冊
子
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は
季
節
外

れ
の
花
と
な
り
ま
す
が
、
写
真
を
送
っ
て
下

さ
っ
た
方
の
優
し
さ
が
と
て
も
嬉
し
く
、
こ

こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
中
村
絵
理
)

秋の訪れを感じる彼岸花

第
９
回
町
議
会
と
語
ろ
う
会
開
催

松石信男 議員

令和３年度

県政功労者知事表彰を受賞

この県知事表彰は、市町議会の議員として20年以

上地方自治の育成発展に貢献し、特別の功績がある

者に対し贈られるもので、今回、当議会の松石信男議

員に贈られました。

受賞おめでとうございます。基山町議会 議場にて

基
山
町
議
会
で
は
︑
こ
れ
ま
で
８

回
に
わ
た
り
町
民
の
皆
さ
ま
と
︑
町

の
問
題
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
︑
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
意
見
交
換
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

今
年
は
平
日
お
越
し
い
た
だ
け

な
い
方
も
都
合
が
つ
く
よ
う
に
︑
土

日
に
も
開
催
い
た
し
ま
す
︒
時
間

内
で
し
た
ら
お
好
き
な
時
間
に
お

越
し
い
た
だ
け
ま
す
︵
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
︶
︒
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

日

時

11
月
４
日
㈭
～
７
日
㈰

木
・
金

18
時
～
20
時

土
・
日

10
時
～
12
時

場

所

町
民
会
館
１
階
会
議
室

子
ど
も
議
会
は
︑
今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止

の
た
め
中
止
致
し
ま
し
た
︒


